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環境あきた県民フォーラム シンボルマーク決定!!

シンボルマークは秋田公立美工短大に依頼し1 0件の応募があり、フォーラム幹事
会（8月3 0日開催）で審査した結果、次の作品が選ばれました。
これらの作品はあきたエコ＆リサイクルフェスティバルで発表し、作成者の方に感謝
状と記念品を差し上げました。今後このシンボルマークは、フォーラムのＰＲのため
にさまざまな形で使用させていただきます。

冬号
2002年

シンボルマーク作成者：
秋田公立美術工芸短大　畠山歩さん
作成意図：一人ひとりが手を取り、支えあっ

て環境のことを考えていく様子を表しました。
両手で大きく輪（環）を表現しているのと、

色を緑にすることによって、自然を連想する

ようにとの意味も含んでいます。また、子ど
も親しみ易いように優しい曲線と絵本的な顔

を作ってみました。

環境秋田県民フォーラム通信は再生紙を使用して作られております。

県民フォーラム
通　信



あきたエコ＆リサイ

開催報告

●９月７日（土）～８日（日）の両日、秋田市の駅前周辺で「第２回あきたエ
コ＆リサイクルフェスティバル」が開催されました。今回の催しは、「環境あ
きた県民フォーラム」と秋田県が実行委員会を組織して協働で実施したもので、
期間中は好天に恵まれ、約３万人の来場者を迎え大いに盛り上がりました。

「環境あきた」の実現に向けた行動を、県民に広くアピールするこのフェステ
ィバルの開催状況をお知らせします。

(開催日)：平成１４年９月７日（土）～８日（日） 午前１０時～午後４時
(開催場所)：秋田駅前アゴラ広場、買い物広場大屋根、秋田赤十字病院跡地

(内容)
（９月７日（土））
開会式・環境大賞表彰式
環境あきた県民フォーラムコーナー
ハリケンジャーショー
ソーラーカー工作教室　　　　　
秋田市からのお知らせ

（8日（日））
あべ十全のエコライフ小間劇場
ソーラーカー工作教室

開会宣言・開会宣言を読み上げフェスティバルがス
タート。

開会前に小学校児童がブラスバンドや合唱で、雰囲
気を盛り上げてくれました。

総合司会あべ十全さんからごみの分別についておも
しろおかしく解説してもらいました。

９月７日（土）～８日（日）は好天にも恵まれ、約
３万人の来場者で大いににぎわいました。

（９月７日、８日両日開催）
●ブース形式による出展　
●エコカー・ソーラーカーの展示
●行政機関による環境パネル展示・

ビデオ放映等　
●食の循環例デモンストレーション
●環境クイズラリー　
●フリーマーケット
●環境フォーラムコーナー



出展企業等名称・展示内容

●八重樫建設（株）
太陽光発電システムの稼働実演

●（有）無明舎出版
秋田の環境に関する書籍の展示・販売

●トータル・フード・プロジェクト・厨房市場

環境に優しい洗剤（米国農務省エコNO.1認定）
●（株）秋田コクヨ

環境配慮型の文具や紙製品他
●（株）自然科学調査事務所

秋田県の自然環境に関する写真パネル

展示、県内に生息する魚類を水槽内に展示
●（株）ダイナミックサニート

殺虫剤を必要としないシロアリ駆除法
「セントリコン・システム」

●東北製紙（株）

紙のリサイクル、特に古紙結束の際の
紙ひも使用の啓発

●三傳商事（株）

小型風力発電の展示と稼働実演
●（有）クリーンカンパニー

同社のリサイクル事業に関するパネル展示
●（株）本金西武

エコパック販売。同社設置の発砲スチ

ロール減容器・生ゴミ処理機の見学
●（株）タカナヤギ

食の安心・安全（地産地消の取組PR）
●秋田共栄物産（株）

業務用生ゴミ処理機、家庭用生ゴミ処理機

●（有）ポークランド
「循環型農業」を推進している養豚場

●JAかづの

クルフェスティバル

県の特別栽培農産物の認証を受けてい　

る　減農薬・減化学肥料栽培品

●（株）木村土木
最新型焼却処理施設を有する同社の産

業廃棄物の中間処理のPR
●東北電力グループ【東北電力（株）秋田

支店、東北電力（株）秋田発電所、東

北緑化環境保全（株）】
パソコンでの環境学習ゲームコーナー

●秋田ゼロックス（株）

同社の環境配慮型製品の展示他
●三井住友海上火災保険（株）

環境対応の自動車整備「エコ車検」
●秋田リコー（株）

同社の環境対応に関するパネル展示他

●秋田県食肉流通公社
オリジナルブランド「高原ハム」の販売

●あきた環境カウンセラー協議会
環境関連パネルの展示（こどもエコクラ

ブ、地球温暖化防止）、パンフレット配布

●あきた「地球村」
環境関連の普及啓発活動、書籍販売

●雄勝生コン（株）
業務用及び家庭用生ゴミ処理機の展示

●（株）富士翔

生ゴミ処理機（消滅型）の展示
●（株）エコリサイクル

家電リサイクル法の周知と同社家電リ
サイクル事業の紹介、アンケート

●（株）エヌ・ティ・ティ・ドコモ東北

携帯電話のリサイクルに関するパネル

展示・ビデオ放映・模型品展示

●秋田県牛乳普及協会

秋田県産牛乳の試飲
●秋田ダイハツ（株）

エコカーの展示
●ソーラーカーチーム「Team Junk Yard」

ソーラーカーの展示

●三菱マテリアルソーラーカーチーム
ソーラーカーの展示

●国土交通省秋田工事事務所

（1）秋田南バイパスでの風力発電によ
るロードヒーティング及びトンネル内

照明システム（2）「河川美化フォーラ
ム」開催関係新聞記事、河川美化ロゴ

マークの展示

●秋田海上保安部
海の環境保全に関するパネル展示、ビ

デオ、ウミガメマリンの冒険（紙芝居）
●秋田市（環境部）

環境普及啓発コーナー（環境クイズ、

ビデオ放映他）、「秋田市からのお知ら
せ」提供

（順不同）

協賛企業等名称

●（株）秋田県分析化学センター　
●（株）サークルケイ・ノースジャパン

●（株）ISOネットコンサルティング　
●（株）タカナヤギ　

●羽後電設工業（株）

●農林中央金庫秋田支店

企業出展ブースにも、たくさんの人が訪れ、各企業
の様々な製品や環境にやさしい取組を興味深そうに
見学していました。

９月８日（日）午後４時に終了。皆さんからお集ま
りいただき、閉会式を行いました。御協力ありがと
うございました。

大人気のソーラーカー工作教室。子どもよりもむし
ろ親の方が熱中してしまうひとも.....。

今回のフェスティバルの企画の目玉は「食の循環コ
ーナー」。減農薬野菜の展示、牛乳の試飲や試食コ
ーナー、エコクッキング実演、コーナー等に多くの
人が訪れました。

ソーラーカーの実車も展示。



環境大賞受賞団体

平成1 4年

釜谷海水浴場清掃活動 八竜町立八竜中学校

高度成長に伴い、大量生産・大量消費・大量廃棄の社会経済活動が残し

た環境問題、地球規模での重要な課題となっています。

八竜中学校は、ふるさと学習の一環として、毎年釜谷浜の清掃活動を行

っています。生徒一人ひとりが「ふるさとのきれいな海を守りたい」「ふる

さとのきれいな海を未来に残したい」という共通の理念の基に、この活動

を十数年来行ってきました。

生徒たちが環境問題に大きな関心を持ち、地球規模の環境問題も、一人

ひとりの環境に対する思いやりの心で解決していこうと自主的な活動を行

ってきました。

この活動の積み重ねは、釜谷浜に「平成13年度日本の水浴場88選」の

一つに選ばれるという大きな名誉をもたらした。

生徒一人ひとりの小さな積み重ねはこれからも続き「ふるさとのきれい

な海」という大きな贈り物を未来に残していくことでしょう。

秋田市民生協の環境保全活動 秋田市民消費生活協同組合

（1）ゴミの削減を目的に『レジ袋の完全有料化』を実施

平成7年度から実施。ここ数年の使用枚数は「来店客数」の2 0％にとどまって

おり、単純には8 0％の削減となっています。

（2）牛乳やジュースなどの紙パックの回収を実施

平成2年から5店舗の店頭で回収を開始。年間約2 0ｔの紙パックが資源ごみと

してリサイクルに役立っています。

（3）食品トレイのリサイクルを実施

平成5年度から独自トレイを準備し、回収・洗浄・再利用していたが、平成1 3

年度から一般の発砲トレイの回収を始めました。回収したトレイは、「公園のベン

チ・リサイクルブロック・文具など」に利用されています。

（4）事業から出る廃油を再利用

平成1 2年に揚げ油等の「廃油」を回収し、県内のベンチャー企業に依頼し、軽

油代替入料に改賃し、2台のトラックに使用開始しました。現在では9台のトラッ

クが「廃油を燃料として」走行しています。

（5）共同購入のチラシを回収しリサイクル

共同購入はカタログ形式のため、注文用のチラシを配布するが、平成1 4年7月

から各家庭訪問時に担当者が回収し、再生ロールペーパーの原料の一部として利

用する「チラシ再生品化・再利用」の循環システムをスタートさせた。

（6）組合員に活動の共有化を図る。

前記のような活動や情報を機関誌に取り上げたり、店内で放送している。また、

年3回行う班長会議等で環境等に関する話をして、一人でも多くのグリーンコンシ

ューマーが育つよう努めています。

「ひまわりの会」活動 TDK秋田コンポーネンツ（株）

***********連絡先************************************************************************************
〒015-0417由利郡矢島町元町字大川原175 人事総務部安全環境課　電話：0184-55-2670

******************************************************************************************************

***********連絡先************************************************************************************
〒011-0941 秋田市土崎港北6-1-30 組織部　村上清志　電話：018-846-25251

******************************************************************************************************

***********連絡先************************************************************************************
〒0 1 8 - 2 4 0 1 山本郡八竜町鵜川字岩谷子8 校長　原田長武　電話：0 1 8 5 - 8 5 - 2 2 2 5

******************************************************************************************************

T D K - A C Cでは、I S O 1 4 0 0 1を取得し、維持継続活動を続けていますが、

その中で従業員主導型の「ひまわりの会」を平成1 3年度に結成し環境保全活

動など、地域社会への貢献を行っています。

〈I SO14001維持継続活動〉

○環境方針、環境目的・目標の記載された「I SO14 001個人携帯カード」作成

配布し、継続的啓蒙活動を行っている。

○環境目的・目標

1 .廃棄物の削減、再使用、再資源化促進　2 .省エネルギーの推進　3 .グリ

ーン購入の推進　4 .地域社会への貢献

（有益な環境影響となる活動を2 004年3月までに1 0件以上実施する予定）

〈「ひまわりの会」活動概要〉

1 .植樹活動　2 .道路の空き缶拾い　3 .本荘マリーナクリーンアップ参加

4 .鳥海山清掃登山　5 .プルタブ集め　6 .緑の羽募金

7 .愛育園、ふるさと矢島、長寿園等への奉仕活動　

8 .一人暮らしの老人世帯の雪下ろし奉仕活動

●環境大賞とは●
環境保全に関する実践活動が他の模範となる個人又は団体を表彰し、その活動事例を広く県民に紹介する

ことにより、県民の環境保全に関する自主的な取組を促進することを目的とした知事表彰です。
平成14年度は次の5団体が受賞され、あきたエコ＆リサイクルフェスティバルで表彰式が行われました。



もっと地球となかよくしたい～いとくエコキャンペーン～
株式会社伊徳　ISO推進委員会

秋田の恵まれた自然を時代に継承していこうと、創

業1 0 0周年を機にそれまで取り組んできた社内環境

活動を見直し、社員一人ひとりが日常業務の中で環

境行動に取り組めるシステムを作り上げ、平成1 3

年1 0月にI S O 1 4 0 0 1を認証取得しました。

〈来店者に協力をいただいている活動内容〉

1 .マイバック・バスケットキャンペーン

2 .簡易包装の呼びかけ

3 .トレイの店頭回収

4 .廃・食用油の廃棄物除外

5 .生ゴミのコンポスト化

6 .フリーマーケット協賛

7 .クリーンアップ活動参加

8 .花壇ボランティア

9 .各種車のアイドリング禁止

1 0 .エコ商品の販売拡大

みんなで学ぼう（電気教室）「電気安全と科学ミニ実験教室」
（財）東北電気保安協会秋田事業本部

事業の一つである「電気の使用及び安全に関する啓発、周知及び相談」について、平成

1 1年度より地球温暖化防止や環境保全について、電気エネルギーの役割も付加し、とり

わけ「太陽光発電」「風力発電」に代表される新エネルギーについて、小学校の理科の授業

に講師を派遣した活動を今年度まで1 1校、延べ2 5 3人の生徒に実施。

また仁賀保町フェライト科学子供館での夏休み電気教室は4連続で開催し、全県から

延べ約1 0 0人の子供と新エネルギーの恵みを学びあっています。

内容的には、ソーラーカーの製作、太陽電池の構造説明、風力発電を模型の製作と

実験を通じて体験してもらっています。

秋田県主催の「エネルギーフェア」にも初回から協賛（今年で4回目）し、エコ＆リ

サイクルフェスティバルにも出展し、広く県民に向けた活動も行っています。平成1 3

年1 0月、本荘市立松ヶ崎小学校に、学校関係者と協力して4 0 0 k wの風力発電装置を

設置。松食い虫による被害を逆手に取った、子供たちの発想を現実のものとするコン

サルタント活動も行って全校発表会で紹介されました。

***********連絡先************************************************************************************
〒0 1 7 - 0 0 4 6 大館市清水4丁目4 - 1 5 佐藤正武　電話：0 1 8 6 - 4 9 - 2 2 5 5 F A X：0 1 8 6 - 4 9 - 7 3 0 2

******************************************************************************************************

***********連絡先************************************************************************************
〒011-0901 秋田市寺内字三千刈81-2 お客様グループ　保科進一　電話：018-863-1986

******************************************************************************************************

パソコン　リサイクル提供システムスタート
捨てる世紀から活かす世紀へ
●N P O法人がリサイクルパソコン事業をスタート

N P O事業化支援研修センターでは、廃棄パソコンを回収し

市民団体に提供するパソコンリサイクル事業を進めています。

情報化が急速に進み、年々増加するO A機器の廃棄が社会問題

となっています。その一方で市民団体の中にはO A機器を導入

できないものが少なくありません。そこで私たちは、企業や

行政などの廃棄事務機器の中から活用できる機器を回収し、

地域の問題解決に取り組む市民団体に提供するサイクルシス

テム構築に取り組みます。

●不要パソコンで社会貢献

N P O法人N P O事業化支援研修センターでは、地域の情報化

支援を目的とした「リサイクルパソコン提供事業」を進めて

います。これは、企業などで不要になったパソコンを回収し、

地域の問題解決に貢献する市民団体に提供するものです。今

回の募集では、視覚障害者と、その情報化を支援する市民団

体に提供する予定です。

機種はウインドウズ機種で、ＯＳがw i n 9 8以降のものです。

本件についてのお問い合わせは、同センターまで。電話

018-862-2080 メールn p o @ c n a . n e . j p



環境法解説

産業廃棄物税等の動き

秋田県が産業廃棄物の処分に対して経済的な負担を求めるいわゆる「産業廃棄物税制度」、「環境保全協力金制度」の導入することが決まり、
（ 施 行 予 定 期 日 ： 平 成 1 6 年 １ 月 １ 日 ） 新 聞 ・ テ レ ビ な ど で 多 数 報 道 さ れ て お り 、 御 存 知 の 方 も い る と 思 い ま す 。
今回はこのテーマについて、まとめて簡単に解説したいと思います。

期待される効果　　
産業廃棄物税制度により、産業廃棄物の排出者に経済的負担を回避しようとする動機を与えることになり、産業廃棄物の発生抑制、リサイクル促進への
誘導が期待されます。また、県外産業廃棄物に対する事前協議・環境保全協力金制度により、県外から県内への産業廃棄物の無秩序な流入の増加を抑制
することが期待されます。なお、得られる税金は、産業廃棄物の生抑制やリサイクルの促進に関する施策の費用に、協力金は監視指導の強化や啓発活動
の推進その他産業廃棄物の適正な処理の促進に関する施策の費用に充てられます。

（１）導入の背景

【循環型社会構築の必要性】
これまでの大量生産・大量消費という「２０世紀型」の

経済社会システムは、大量の廃棄物を発生させてきまし

た。その結果、廃棄物の不法投棄や不適正な処理を誘発

し環境へ大きな負荷を与え、一部では環境汚染を引き起

こすなど深刻な社会問題となっています。「環境の世紀」

といわれる２１世紀を迎えた今、私たちはこれらの問題

の解決に向けて、廃棄物の発生抑制やリサイクルをさら

に進め、あるいは発生を抑制することで、環境への負荷

の少ない「循環型社会」を築き上げる必要があります。

【県外産業廃棄物への対応】
全国的に産業廃棄物の最終処分場が逼迫していることか

ら、大都市圏から地方圏への産業廃棄物の無秩序な流入

の増加が懸念されています。このような状況下、秋田県

でも平成２年以降、行政指導により県外から流入する産

業廃棄物の種類・数量等の把握に努めていますが、より

実効性を確保するための方策が求められています。

（２）経済的手法の導入　　

従来の「規制的手法」に加えて、産業廃棄物の
発生抑制・リサイクルの促進や県外産業廃棄物
の適正処理を促進する、次のような「経済的手
法」が導入されます。

●産業廃棄物税制度　　　　　　　　　　　　　
●環境保全協力金制度　　　　　　　　　　　　
※これらの制度の導入は北東北３県（秋田、青
森、岩手県）が共同歩調で進めています。

（３）産業廃棄物税の仕組み
右図

【産業廃棄物税制度】
県内の最終処分場に産業廃棄物を埋立処分する場合、そ

の産業廃棄物を排出した事業者又は中間処理業者は、１

トン当たり1 , 0 0 0円の納税をしなければなりません。

【環境保全協力金制度】
県外から県内へ、産業廃棄物を処分するために搬入する

場合、その廃棄物を排出した事業者は、１トン当たり５

０～５００円を県に納入しなければなりません。

【県外産業廃棄物に対する事前協議制度】
県外から県内へ、産業廃棄物を処分するために搬入する

場合、その廃棄物を排出した事業者は、廃棄物の種類、

量などについてあらかじめ県と協議を行わなければなり

ません。



会員活動紹介

グリーンホテル大曲／子吉川市民会議

ホテルから出すゴミの減量
グリーンホテル大曲

歯ブラシ持参運動などホテルから出すゴミを減らそうと努力しています。
実際に行っていることを挙げてみます。

1 .お客様にマイ歯ブラシの持参をお願いし
ています。お願いするだけでなく環境問題
に関心を持って貰おうとお客様に代わって
募金を行っています。

2 .マイ歯ブラシをお持ちにならない場合、
ホテルでは歯ブラシをお出ししますが、そ
の歯ブラシをまとめてメーカーに送りプラ
スチックに再利用します。（結果、歯ブラ
シはまったくゴミになりません）

3 .固形石鹸と袋入りシャンプーを廃止し、
詰め替えにしました。

4 .くず入れを2個各部屋に用意し、燃える
ゴミと燃えないゴミに分別の協力をお願い
しております。

お客様に、自分の生活スタイルが環境に影
響する事を分かって貰えたらと思っていま
す。

癒しの川『せせらぎパーク』
子吉川市民会議

よい環境を創る活動をするときに大切なこと

は、単なる現況がこうだからと分析するだけに留
まらず、なぜこの姿になったのか原因の追及なく

しては長続きしません。また、環境に配慮した活
動を民間で進めた場合、受ける批判は、それは役

所・行政の齟齬とです、という声です。それでは
いつまで経っても私たちの故郷の自然は良くなら

ないと立ち上がったのが「子吉川をきれいにする
会」でした。

まず川のごみをなくそうと平成7年第1回子吉
川クリーンアップ大作戦を展開、ごみ1 , 2 0 0袋、

廃棄自転車3 0台に驚き、春1回だけでは不足と
して秋にも実施する事にしました。活動も良いが、

市民のふるさとの自然に対する意志も変えること
も重要として、市政だよりでは、「子吉川を考え

る」をシリーズで提供。
平成1 2年1 2月、個人1 1 8名、3 0団体参加の

もと「子吉川市民会議」が誕生しました。紙面の
関係で他は省略しますが平成1 1年には4年連続

「川のきれいさ」東北一となり、秋田工事事務所長

表彰、平成1 4年度は、癒しの川『手づくり郷土賞』
を国土交通大臣より戴き、全国数ある中から1 1の

優秀な地域活動として評価されました。
子吉川河川敷の大きな特徴は、だれでも、いつで

も、心身のリフレッシュ、癒しの享受出来る場所。
車椅子の方も、赤ちゃん連れの母子でも、老人、病

後の方も満足してもらえるような〈せせらぎパーク〉
が完成し、アクアパルまでの〈かわかぜロード〉で

爽やかな風の中で散策出来るようになりました。ど
うぞいつでもお出でください。

仲秋の名月に集う「月見の宴」は全国初の試みで、
精進が良かったせいでしょうか、月の出に遇わせて

バリアフリーステージで開会、静かに動く大自然に
身を委ねた一時で、ムードは満点だったと思います。

今後は、「手づくり郷土賞」認定地の名に恥じぬ
ような活動、流域全体に和を広げて東北の一代表と

して水環境と人間の関わり方の実践研究に努め、全
国交流本荘大会に備えたいと思っています。

みんなの活動で「川のきれいさ」東北一を獲得

全国初の試み「月見の宴」も開催。

問い合わせ先
本荘市表尾崎町８－１１

子吉川市民会議　会長　木谷豊四

■JR秋田新幹線大曲駅前徒歩3分。
■盛岡よりこまちで約1時間。

■秋田自動車道大曲ICより10分
■駐車場80台収容《無料》

〒014-0013 秋田県大曲市朝日町18-1
TEL 0187-86-3333

FAX 0187-86-3020
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フォーラム事務局からのお願い
このニュースレターは、今後も内容の充実を図っていきます。例えば次のような読者の皆様の身近にある環境にやさ
しい情報をシリーズ化して掲載していきたいと考えております。○街の身近な修理屋さん ○街の美化グループ等…
ぜひ事務局まで情報をお寄せくださいますよう、お願いします。

秋田県ゆとり生活創造センター 遊学舎オープン
ゆとりライフを応援します

「遊学舎」は、県民のボランティア・N P O活動・余暇・文化活動など、さまざまな活動の拠点施設として、1 1月
2 3日（土）にオープンしました。建物５棟で構成され、それぞれのテーマに沿った機能を満載しています。主
催講座やイベント参加はもちろん、県民の自主的な活動（団体・グループ・個人を問いません）のため気軽に楽
しく利用できます。皆さんも一度足を運んでのぞいてみませんか。

主催・開催場所 電話番号 月日 タイトル 内容
岩城少年自然の家（岩城町） 0 1 8 4 - 7 4 - 2 0 1 1 1 / 1 1～1 / 1 2 岩城少年の家フェスティバル 自然物を使ったクラフト

2 / 1 5～2 / 1 6 岩城冬の冒険王国 雪上レク、鍋物つくり
保呂羽山少年自然の家（大森町） 0 1 8 2 - 2 6 - 6 0 1 1 1 / 4～1 / 6 少年少女まるごと交流会 雪中野外活動

1 / 1 1～1 / 1 2 エンジョイスノーキャンプ 雪中野外活動
2 / 9～2 / 1 0 親子ふれあいスキー 親子ふれあいスキー

大森山動物園（秋田市） 0 1 8 - 8 2 8 - 5 5 0 8 2月1日 冬の動物観察会 冬の動物の生態観察
県立農業科学館（大曲市） 0 1 8 7 - 6 8 - 2 3 0 0 1 2 / 3～1 / 2 6 楽しく学ぶコメ・こめ展 コメに関する展示・体験

1月1 8日 「バイオ」にチャレンジ 培地作り・紫蘭の無菌播種
県立子ども博物館（秋田市） 0 1 8 - 8 6 5 - 1 1 6 1 1月2 5日 「コースター」づくり スギの薄板でコップ敷作り

1月2 6日 親子木工教室 スギ板工作・焼き板飾り
県児童会館（秋田市） 0 1 8 - 8 6 5 - 1 1 6 1 1月1 9日 「ミニたこ」をつくろう！ ミニたこ作り・参加無料

冬の親子活動メニュー

●多様な機能で県民の活動をサポート
【管理棟】研修室、作業室（コピーあり）、幼児ルーム、図書コーナー等。

【花工房棟】ヒバを使った温室。花作り、ガーデニング等の活動にどうぞ。

【リサイクル工房棟】木工・布細工・料理などの創作活動にご利用ください。

【昭和館】昭和初期建築の旧家を移築。堂々とした外観の和風建物です。

【ふれあい広場】フリーマーケットやチャリティーバザーなどのスペース。

●趣味と実益を兼ねた各種講座を開催
ガーデニング、ドライフラワー、リサイクル・エコライフ、創作おもちゃ、

木工教室、料理教室ほか多数。

●「遊学舎」サポートボランティアを募集しています。
新しい出会い・発見・交流の場として、ボランティアも募集しています。

例：花作り、リサイクル工房の指導、託児ボランティア、I T関連指導等

◇お問い合わせは◇
秋田県ゆとり生活創造センター遊学舎

秋田市上北手荒巻字堺切24-2

TEL 018-829-5801

遊学舎主催事業のお知らせ

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

親子エコ・クッキング教室
i n遊学舎

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
平成１５年１月２６日（日）

1 0 : 0 0～1 2 : 0 0

環境に優しい料理方法を親子で学んでみ

ませんか。親子２人１組（４年生以上）

1 0組募集。はがきで県民文化政策課まで

申し込みください。参加無料。

秋田県県民文化政策課　

〒010-8570 秋田市山王4丁目1－1

TEL 018-860-1519

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

省資源・省エネルギー
運動推進大会

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
平成１５年２月６日

1 3 : 3 0～1 5 : 3 0

環境にやさしいライフスタイルについて

考えよう

内容：絵手紙コンクール表彰式、事例発

表、講演

お問合わせは秋田県県民文化政策課まで。

秋田県県民文化政策課　

TEL 018-860-1519

臨時職員募集 ! !
環境あきた県民フォーラムでは、事務局の仕事を補助

していただく「臨時職員」を募集しています。

【期間等】平成1 5年2月から2ヶ月程度　　

【 要 件 】 年 齢 ・ 資 格 等 は 不 問 、 た だ し 、

●ホームページの作成等パソコン操作に慣れていること

●協調性があること　　

●フォーラムが必要とした場合、引き続き職員として

長期間勤務できること　　●マイカー通勤可能なこと

【お問合せ】平成1 5年１月1 0日（金）～１月2 0日

（月）の間、事務局へ電話・電子メールでお願いしま

す。面接のうえ決定します。


